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令和 ４ 年 第 １ 回

つ く ば み ら い 市 定 例 記 者 会 見

令和4年2月22日（火）午前10時00分～

資料１

発表内容
1. 令和4年度当初予算案の概要

① 基本姿勢と基本事項
② 予算の規模と重点施策

2. 基本事項における主な新規拡充事業
① バランスのよいまちづくりの推進
② 福祉施策の充実
③ みらい型農業の確立と地域産業の推進
④ 安心して子育てできる環境の充実
⑤ 安全安心を実感できるまちづくりの推進
⑥ 健全な財政運営の推進

3. おしらせ
① 3回目ワクチン接種の状況
② 福岡堰さくらまつり
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1. 令和4年度当初予算案の概要

① 基本姿勢と基本事項

② 予算の規模と重点施策

3

１.令和4年度当初予算案の概要 ①基本姿勢と基本事項

◼予算編成の基本姿勢
「市民の視点で事業等を見極め、市民に寄り添うメリハリのある予算」

＜ポイント＞
⚫ 新型コロナウイルス感染症対策の徹底を継続しつつ、市民サービスの向上に資する市政を展開
⚫ 市総合計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる施策を着実に推進
⚫ 施策の必要性や効率性を精査し、持続可能で健全な財政運営

◼基本事項
地域経済の活性化に向け、総合計画の策定、SIC周辺開発に向けた取り組みを強化①バランスのよいまちづくりの推進

高齢者や障がい者も安心して暮らせるまちづくりを強化② 福 祉 施 策 の 充 実

農産物のブランド化による付加価値の向上と新規就農者への包括的な支援体制の強化③みらい型農業の確立と地域産業の推進

妊娠・出産・子育て・教育の各段階に応じた切れ目のない支援を強化④安心して子育てできる環境の充実

地域の防災力の向上と防犯対策を強化⑤安全安心を実感できるまちづくりの推進

補助金等の積極的活用とふるさと納税制度の利用促進による財源確保⑥健 全 な 財 政 運 営 の 推 進
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１.令和4年度当初予算案の概要 ②予算の規模と重点施策

◼予算の規模
会 計 名 令 和 4 年 度 令 和 3 年 度 比 較 増減率（％）

一 般 会 計 249億3,700万円 213億2,675万円 36億1,025万円 16.9％

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 43億7,478万4千円 44億7,176万2千円 △9,697万8千円 △2.2％

後 期 高 齢 医 療 特 別 会 計 6億6,348万円 6億3,005万円 3,343万円 5.3％

介 護 保 険 特 別 会 計 36億9,589万6千円 34億7,896万5千円 2億1,693万1千円 6.2％

市 営 分 譲 住 宅 特 別 会 計 － 4,137万円 － －

特 別 会 計 合 計 87億3,416万円 86億2,214万7千円 １億1,201万3千円 1.3％

合 計 336億7,116万円 299億4,889万7千円 37億2,226万3千円 12.4％

水 道 事 業 会 計

水 道 事 業 収 益 16億887万8千円 15億8,706万1千円 2,181万7千円 1.4％

水 道 事 業 費 用 15億1,522万6千円 15億611万5千円 911万1千円 0.6％

資 本 的 収 入 6億2,930万4千円 5億8,216万9千円 4,713万5千円 8.1％

資 本 的 支 出 11億7,086万6千円 9億392万1千円 2億6,694万5千円 29.5％

下 水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 収 益 18億7,867万9千円 18億5,418万6千円 2,449万3千円 1.3％

下 水 道 事 業 費 用 15億5,551万3千円 14億3,307万9千円 1億2,243万4千円 8.5％

資 本 的 収 入 6億5,788万3千円 2億9,786万円 3億6,002万3千円 120.9％

資 本 的 支 出 10億7,770万4千円 8億1,623万8千円 2億6,146万6千円 32.0％
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１.令和4年度当初予算案の概要 ②予算の規模と重点施策

◼令和4年度重点施策

➢義務教育施設の充実で学びを強化

• 教育施設の建設・改修事業に「20.9億円」
✓みらい平地区の中学校建設予定地の土地購入及び設計
✓小絹小学校大規模改修工事

➢ 防災機能の充実・強化

• 総合運動公園体育館空調等改修工事などに「3億円」

➢新型コロナウイルス感染症対策

• 3回目ワクチン接種などに「2.3億円」

➢ふるさと納税の推進で財源を確保

• 新たな返礼品の創出、市内事業者との連携強化で「寄附額 20億円」
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2. 基本事項における主な新規拡充事業

① バランスのよいまちづくりの推進

② 福祉施策の充実

③ みらい型農業の確立と地域産業の推進

④ 安心して子育てできる環境の充実

⑤ 安全安心を実感できるまちづくりの推進

⑥ 健全な財政運営の推進
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２.基本事項における主な新規拡充事業
①バランスのよいまちづくりの推進

◼総合計画後期基本計画を策定【拡充】1,001万7千円＜総合計画推進事業：企画政策課＞予算資料P19
• 新たな開発構想、新型コロナの適応といった社会情勢の変化に対応し、持続可能で戦略性の高い行政運営を推進
• 令和5年度以降の新たなまちづくりの指針となる総合計画後期基本計画の策定及び基本構想の見直し

（総合計画策定関連経費：733万3千円）

◼産業拠点へのアクセス道路整備【拡充】1億5,582万9千円
＜中原線整備事業：建設課＞予算資料P72

• 福岡工業団地周辺地域の渋滞緩和や交通ネットワークを充実
• 都市計画道路中原線 L＝350ｍ W=18ｍ

◼ SIC周辺エリアに新たな産業拠点整備【新規】2,207万円
＜SIC周辺開発事業：プロジェクト推進課＞予算資料P69

• 地域産業の育成や活性化、雇用機会の創出
• スマートインターチェンジ周辺開発基本構想を策定

地域活性化を図るため、市総合計画の策定と
ＳＩⅭ周辺等の開発・検討に取り組みます
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２.基本事項における主な新規拡充事業
②福祉施策の充実

◼高齢者スマートフォン購入費助成【新規・拡充】984万6千円＜老人福祉総務費：介護福祉課＞予算資料P57

• 高齢者のデジタルデバイドを解消し、日本一住みやすいまちを実現

• 初めてスマートフォンを購入する65歳以上の方に2万円を上限に助成（高齢者スマートフォン購入費助成金：600万円）

◼高齢者安全運転支援装置整備費補助【新規・拡充】758万2千円
＜交通安全対策事業：防災課＞予算資料P30

• ペダル踏み間違いによる急発進等を抑制する安全運転支援装置の設置に関する補助制度を創設

• 70歳以上の高齢ドライバーが所有する自家用車への整備に対し、費用の1/2(限度額3万円)を補助

（高齢者安全運転支援装置整備費補助金：60万円）

◼成年後見支援センターを設立【新規・拡充】9,473万6千円＜地域生活支援事業：社会福祉課＞予算資料P47

• 成年後見制度に関する相談及び利用支援、市民後見人の育成及び普及・啓発を推進

• 成年後見支援センター設置（事業委託：1,304万2千円）

高齢者や障がい者も安心して暮らしていけるまちづくりに取り組みます

Pick 
Up
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Pick Up 「高齢者スマートフォン購入費助成」

◼高齢者のスマートフォン所持率が低い

• 高齢者のスマートフォンの所持率はまだまだ低く、デジタルサービスを十分に利用できていない。

◼デジタル情報の有効活用

• 災害発生時に避難情報などリアルタイムに届かない状況も

考えられる。またコロナ禍において、電子申請や

キャッシュレス決済など非接触型のサービスの活用など、

新たな生活様式の実現が求められている。

◼スマートフォンの使い方も講習会でフォロー

• 20,000円の助成金だけでなく、スマートフォンの使い方もサポートします。

初めてスマートフォンを購入する

65歳以上 の方に 20,000円 を上限に 助成 します

Point
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２.基本事項における主な新規拡充事業
③みらい型農業の確立と地域産業の推進

◼みらい型農業の推進【拡充】2,629万5千円＜みらい型農業事業：産業経済課＞予算資料Ｐ34

• 第2回つくばみらい市米コンテストを継続開催

• つくばみらい市産のお米のブランド化に向けた取り組みを推進

• 新たに米の買い取り制度を構築し、農業者支援を強化

◼水田農業構造改革対策の強化【継続】1億1,526万4千円＜水田農業構造改革対策事業：産業経済課＞予算資料P35

• 米の需給バランス確保を目的とした主食用米以外への転換に対応するための助成(水田農業構造改革対策助成金：1億200万5千円）

◼就農初期段階の就農者支援【継続】1,127万4千円＜人・農地プラン事業：産業経済課＞予算資料P36

• 新規就農育成総合対策補助金 新規就農者に対して経営開始時に必要となる資金を助成（150万円/年：最長3年間）

• 新規就農者の経営が軌道に乗るまでの一定期間を支援

◼新商品開発事業者のバックアップを強化【拡充】146万6千円
＜商工振興総務費：産業経済課＞予算資料P38

• 新商品開発、販路拡大等の新たなチャレンジへの個別相談会による支援

農産物のブランド化による付加価値を向上、
新規就農者への包括的な支援体制強化に取り組みます

Pick 
Up
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Pick Up 「みらい型農業の推進」

◼第2回米コンテストを開催

• 本市の主要作物であるお米の認知度や付加価値の向上

• 生産者の生産意欲や技術の向上 お米のポテンシャルを最大限に引き出す

◼つくばみらい市産米の需要を拡大

• 専門的知見等を得ながら、市内産米を地域のブランドとして確立

• お米の買い取り制度の導入で持続可能な農業経営を推進

• ふるさと納税を活用して、市内産米のおいしさを全国にPR

「売る米」から「選ばれる米」に
つくばみらい市産米を地域のブランドとして確立します

Point
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２.基本事項における主な新規拡充事業
④安心して子育てできる環境の充実（妊娠・出産・子育て）

◼ママ・パパの子育て支援を強化【拡充】1億3,033万9千円＜子育て支援・保育サービス推進事業：こども課＞予算資料P51

• 週3日実施しているママ・パパかかりつけコーディネーター事業を週5日に拡大（ママ・パパかかりつけコーディネーター：1,500万円）
• 児童の一時的な保護及び預け先として、児童福祉施設などのほか、里親を追加（子育て短期支援：43万4千円）

◼保育施設の保育環境・体制の強化【新規・拡充】6,558万8千円＜保育対策総合支援事業等：こども課＞予算資料P52

• 医療的ケアが必要な子どもを受け入れる保育施設への支援を創設（医療的ケア児保育支援事業費補助金：529万円）
• 保育環境の改善に向けた施設の設備改修費等の補助を創設（保育環境改善等事業費補助金：388万7千円）
• 保育士宿舎借り上げ等に係る経費の補助を創設（保育士宿舎借り上げ支援事業費補助金：725万4千円）
• ０・１・２歳児対象の小規模保育園が２園開園

◼妊娠期からの子育て支援を充実【新規】3,778万8千円＜おやこ・まるまるサポート事業：こども課＞予算資料P56

• 妊産婦健診や出産に伴う入退院等のためのタクシー代金を助成（妊産婦タクシー利用助成金：90万円）
• 育児疲れや産後うつなどに対応し、安全安心な育児及び児童福祉を強化（緊急一時預かり事業：250万2千円）

◼母子家庭等養育費の確保支援を充実【新規】503万9千円＜おやこ・まるまるサポート事業：こども課＞予算資料P57

• ひとり親家庭の実情に応じた、相談・自立支援
• 母子家庭等の養育費確保に向け、弁護士との連携による個別相談で養育費等支援を強化（養育費等支援事業：19万8千円）

妊娠・出産・子育て・教育の各段階に応じた施策を展開し、
安心して子育てができる環境の充実に取り組みます

Pick 
Up
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Pick Up 「母子家庭等養育費の確保支援を充実」

◼弁護士相談内容
• 養育費の確保に関すること

• 離婚等の手続全般に関すること

• 養子縁組に関すること

• 配偶者からの暴力に関すること

• 要保護児童の保護措置に関すること

◼弁護士相談費用
• 同一内容の相談は、3回まで「無料」で相談

• 市顧問弁護士事務所に所属する弁護士が対応

養育費等の取り決めなどについてのひとり親家庭の悩みを
弁護士が相談・助言でサポートします

Point

14

子どもの
すこやかな
成長のために
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２.基本事項における主な新規拡充事業
④安心して子育てできる環境の充実（教育）

◼中学校建設で新たな教育環境を創出【新規】12億9,409万3千円＜中学校建設事業：学校総務課＞予算資料P84

• 児童生徒が増加しているみらい平地区への中学校建設に向けた用地購入費を計上

• 中学校建設の基本設計及び実施設計費を継続費で計上

◼電子機器の整備でICT教育を推進【拡充】2億9,561万2千円＜小学校管理事業：学校総務課＞予算資料P77

【拡充】 2,388万6千円＜ICT支援事業：教育指導課＞予算資料P87

• 電子黒板の活用で、リモート授業でも児童の表情から的確な指導を可能に

• 各教科等の特質に応じたICT機器の活用で子どもたちの思考力・判断力・表現力などを強化

◼幼少期から英語に親しむ教育を充実【拡充】2億2,908万4千円＜教育指導事業：教育指導課＞予算資料P86

【拡充】 1,035万9千円＜グローバル人材育成事業：教育指導課＞予算資料P87

• ALTを増員で子どもたちがネイティブな英語に親しむ機会を増加

• グローバル人材の育成に向けたコミュニケーション力を強化

妊娠・出産・子育て・教育の各段階に応じた施策を展開し、
安心して子育てができる環境の充実に取り組みます

Pick 
Up
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Pick 
Up

Pick 
Up

Pick Up 「中学校建設で新たな教育環境を創出」

◼中学校建設予定地

［予定地］つくばみらい市富士見ヶ丘３－９－１（29,933.79㎡）

◼令和4年度事業内容

令和４年度当初予算に用地取得等の予算を計上し、令和４年度の用地取得を予定

基本・実施設計については、令和４年度から２ヵ年の継続費を設定

〈令和4年度予算額〉

• 中学校用地費 12億円

• 中学校建設設計業務委託料 8,771万4千円（継続費Ｒ4～5 総額 2億9, 238千円）

◼児童生徒の教育環境を確保

• 市全体の小学生のうち、半数以上がみらい平地区の子どもたち

• 安心して子育てできる教育環境を充実

みらい平地区の児童生徒数増加に対応するため、
みらい平地区へ中学校を新設します

Point
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Pick Up 「電子機器の整備でICT教育を推進」

◼小学校のすべての教室に電子黒板を整備＜小学校管理事業：学校総務課＞予算資料P77

⚫小学校に電子黒板 97台 4,822万9千円

・小張小学校：8台 ・豊小学校：9台 ・伊奈小学校：15台 ・伊奈東小学校：19台

・谷原小学校：6台 ・十和小学校：7台 ・福岡小学校：8台 ・小絹小学校：20台

・富士見ヶ丘小学校：5台 ※陽光台小学校は配置済み

⚫リモート授業でも効果的に活用

◼ICTの活用で子どもの学びを強化＜ICT支援事業：教育指導課＞予算資料P87

⚫ ICT支援員の増員で子どもたちへの直接的指導や教科の特性に応じた授業を支援

⚫プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティなどを包括的に指導

「電子黒板」を整備し、各教科等の特質に応じたICTの活用で
子どもたちの思考力・判断力・表現力などを強化

Point

17

Point

Pick Up 「幼少期から英語に親しむ教育を充実」

◼子どもたちの英語力を着実に高める

• みらいイングリッシュパワーアップ講座を実施

• 英検3級相当の生徒割合
令和2年度「60％」が、令和３年度には「65%」に上昇

◼外国語指導助手(ALT)を増員

• 幼稚園から中学校まで外国語指導助手を配置

• 生きた英語によるコミュニケーション中心の授業を拡充

• 教員と外国語指導助手のティーム・ティーチングで
子どもたちのコミュニケーション意欲や学習意欲を向上

◼国際社会で活躍する人材を育成

• 外国語指導助手(ALT)とは別に、英語専科講師を配置

• 英語力、コミュニケーション能力、異文化・多様性の理解、主体性や積極性を育成

英語によるコミュニケーション能力を高め
国際社会で活躍できる人材を育成します

Point

18
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２.基本事項における主な新規拡充事業
⑤安全安心を実感できるまちづくりの推進

◼総合運動公園体育館空調等改修【新規・拡充】3億416万円＜総合運動公園維持管理経費：生涯学習課＞予算資料P95

• 体育館及び青少年研修道場の災害時避難所としての機能を強化

• 空調等の改修工事及び非常用発電機設置工事を実施（改修事業費：2億4,180万7千円）

◼地域防災力の強化【継続】91万4千円＜地域防災育成事業：防災課＞予算資料P33

• 地域防災力を高めるため自主防災組織の結成促進（自主防災組織結成補助金：75万円）

◼空家等を解消し地域の安全を強化【新規・拡充】812万4千円＜空家等対策管理事業：開発指導課＞予算資料P68

• 老朽化等により周辺の生活環境の保全に著しく有害となる空家等の解体を促進

• 特定空家等又は不良住宅を解体する所有者等にその解体費用の補助を新設（空家解体補助金：90万円）

◼安全安心な生活環境を確保【継続】4,082万5千円＜防犯対策事業：防災課＞予算資料P31

• 防犯カメラの新規設置により犯罪被害を防ぐ（街頭防犯カメラ新設工事：199万9千円）

避難所機能・自主防災組織の強化、防犯設備の充実に取り組みます

Pick 
Up

19

Pick Up 「総合運動公園体育館空調等改修」

◼事業内容

• 総合運動公園体育館内に空調設備を８台設置するほか、トレーニング室、

卓球室、武道場青少年研修道場に空調設備を設置

• 非常用発電機の設置、キュービクルの改修を行い、野球場、

テニスコートのほか、屋内施設の照明設備をLED化する
〈令和4年度予算額〉

✓総合運動公園空調等改修工事 2億3,486万6千円
✓総合運動公園空調等改修工事監理業務委託 694万1千円

◼災害時の避難所機能を充実

• 災害時でも空調設備と非常用発電機で、安全安心な避難所生活を確保

• 平時には、真夏の熱中症等を予防して、安全安心なスポーツ活動を推進

体育館、青少年研修道場に空調設備、非常用発電機を設置し、
スポーツ活動の推進と災害避難所としての機能を強化します。

Point

20

野球場・多目的広場

屋外にAEDを増設

R3年度に、

病院バスにも

AEDを設置します。
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２.基本事項における主な新規拡充事業
⑥健全な財政運営の推進

◼ふるさと納税の推進で財源確保【拡充】10億5,235万円
＜ふるさとづくり寄附事業：秘書広報課＞予算資料P18

• ふるさと納税の寄附額目標20億円以上

• 市内事業者との連携を密に、さらに返礼品数を増加

◼企業版ふるさと納税で伊奈庁舎に新たなスペースを確保【新規・拡充】7,193万8千円
＜庁舎管理事業：財政課＞予算資料P27

• 企業版ふるさと納税の活用で、コンテナハウスを設置（コンテナハウス設置に係る経費：465万円）

• 市が主催する事業や会議などで利用できるスペースとして活用

◼総合運動公園に指定管理者制度を導入【新規】3億416万円＜総合運動公園維持管理経費：生涯学習課＞予算資料P96

• 総合運動公園施設の効果的かつ効率的な運営を図り、市民サービスを強化

• 委託先「特定非営利活動法人 日本スポーツ振興協会」 委託期間 令和4～8年度（令和４年度：5,079万3千円）

地方創生推進交付金等の国県補助金のさらなる活用や、
ふるさと納税の推進により、新たな財源の確保に取り組みます

Pick 
Up

21

Pick Up 「ふるさと納税の推進で財源確保」

◼令和4年度ふるさと納税寄附金目標額 20億円
• 令和3年度の寄附額は、令和4年1月末時点で「15.2億円」を突破

✓ 令和2年度寄附額「4.4億円」をはるかに超え、令和２年度の約3.5倍の伸び

◼目標額達成に向けた取り組み

➢魅力ある多種多様な返礼品を用意

• 新規事業者、特産商品の発掘で約900種類ある返礼品をさらに増加

➢返礼品協力事業者への支援を強化

• ふるさと納税返礼品研修会を開催し、協力事業者をフォローアップ

➢つくばみらい市の魅力をPR

• ふるさと納税サイトの拡大、積極的なPRを展開

• 市内３つのゴルフ場で「店舗型ふるさと納税」の推進

市の魅力発信、市内事業者との連携強化により
さまざまなまちづくり施策に充てる財源を確保

Point

22
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3. おしらせ

① 3回目ワクチン接種の状況

② 福岡堰さくらまつり

23

3.おしらせ ①3回目ワクチン接種の状況

◼3回目ワクチン接種対象者

• 2回目接種から6ヵ月以上経過した18歳以上の方

◼接種会場及びワクチン

• 谷和原公民館（武田/モデルナ社製ワクチン）

• 市内11医療機関（ファイザー社製ワクチン）

• 産業技術総合研究所（武田/モデルナ社製ワクチン）

◼接種状況（令和4年2月21日現在）

• 1回目接種：89.60％（41,189人）

※12歳以上の人口（45,970人）

• 2回目接種：89.05％（40,934人）

※12歳以上の人口（45,970人）

• 3回目接種：21.34％（9,214人）

※18歳以上の人口（43,165人）

市内各地域と接種会場（谷和原公民館）を結ぶ

令和4年2月9日から4月30日まで

「無 料 送 迎 バ ス」 を 運 行

◼小児用ワクチン接種に向けて準備中

【対象者】接種日時点で「５～11歳の方」

【接種回数】2回接種（接種間隔は3週間以上）

【ワクチン】ファイザー社製（５～11歳用）

◼小児用ワクチン接種スケジュール

【案内発送】令和４年３月上旬予定

【接種開始】令和４年３月中旬予定

※但し、国の動向により変更あり。

◼小児用ワクチン接種会場

• 市内医療機関と調整中

◼予約方法

• 市内医療機関と調整中

24

3回目予約状況
2月21日現在予約率

73.31%(14,830人)
（接種券発送数：20,227通）
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3.おしらせ ②福岡堰さくらまつり

◼さくらまつりを５日間で開催
• 令和４年３月２５(金)～２９日(火)

◼テイクアウトで名物グルメを堪能
• 水門駐車場に「グルメブース」を出店

• ３月２６(土)・２７日(日)の２日間

◼インスタグラムフォトコンテスト
• 福岡堰さくらまつり期間中開催

• つくばみらい市の魅力を発信

◼主 催
• 福岡堰さくらまつり実行委員会

• つくばみらい市観光協会

◼後 援
• 首都圏新都市鉄道株式会社

• 福岡堰土地改良区

◼協 力
• つくばみらい市商工会

• つくばみらい市

25


